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８ 名 内　 ・ 外 ・ 両方

３５歳（ 最高　５７歳、最低　１９歳 ） 2 回

 本テーマで　　　件目  社外発表　　　件目 １ 時間

２３年　７月　～　　２３年　１２月 12回

SS製造部 　エアバッグ１課　第1エアバッグ係 勤続 4 年

本社は愛知県清須市、世界1６の国と地域でｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｻﾌﾟﾗｲﾔｰとして事業展開、4種類の自動車部品を生産しており、私たちはｾｰﾌﾃｨ―ｼｽﾃﾑ製造部エアバッグ１課に所属し、乗員保護を
する「運転席エアバッグ」を性別、年齢関係なく様々な人が活躍し活気が溢れる職場で２直体制にて生産。運転席ｴｱﾊﾞｯｸﾞは、車が衝突した時に、瞬時に感知・電気を流しインフレーター
に流れガスを発生させエアバッグが展開し、乗員を保護する仕組みです。不具合により「人の命」に関わる品質の特性をもった「重要保安部品」でとても重要ですが、展開しないのが望ましい
ですが、いざという時は、命を守る部品の生産に私たちは携わっています。

困り事を抽出し、点数付けを行った結果、「４号ライン、ソケットピン折れにより、設備故障して
いる」を採用。 会合にて世話人から、課としての問題が頻発停止である事、アドバイザーからは
その中でも、「ソケットピン折れ」は最も不良コストが多い上、「人要因」である事を知りサークル
活動で取り組む事に、決めました。

４号ラインの組付け工程は、１日に２万個を、２名体制で生産しており、順立て者が、部
品を設備に投入。組み付けたものに、最終検査員が、カバーを付け、完成したものを検査、
出荷しています。今回問題となっているのは、「ナット締め付け機」です。

メンバー８名。平均年齢３５歳の「活気あふれるメン
バー」で、月に２回、1時間の会合を実施。 活動の工夫
が３つ、①若手は先輩とペアを組み、教育しながら、テー
マを進める事。②テーマリーダーを若手が担当し、参加し
やすい環境にする事。③メンバー全員に役割を分担し、み
んなで行うサークル活動をする事です。

「個人レベル」は、市原さんのみ、経験年数が少ない事も
あり、「Ｃレベル」今回の活動でレベルアップを目指す為、
ＱＣ手法」や、チームワーク向上」に特に力を入れ、励んで
いきます。 

サークルレベル」は、今回の活動でX.Y軸共に「4.0」を目指
し、特に「新人教育」と「チームワーク向上」に力を入れてB

ゾーンからＡゾーン到達を目標に、活動しています。
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清掃作業を比較、班別に調査、④運搬場所がＰ班は、「ナットのふた」に対し、　Ｇ班は、
「床」⑤「清掃場所」も、「ナットのふた」に対し、「床」、清掃後のソケット置き場も同様でした。
結果、「清掃場所」と「清掃後のソケット置き場」が班によって違う事が分かりました。

現場にて現地現物で、清掃手順と場所を調査。①清掃道具を準備する～⑧片付ける
までを、それぞれの場所で行っていました。

ソケットは、回しながら戻す構造で、３０ｍｍ頭が出た状態で設備が動き干渉、ギロチン
事件となってしまいました。その際、５時間のライン停止と、新しいソケットピン調達で、「１
６万円のロス」が発生。半年で３回発生し、総不良コストの約８割を占めていました。発
生時、破片の「異物混入」による「リコール」も懸念される事から、「ソケットピン折れが無
い、強固な工程にしよう」と鈴木リーダーのもと、取り組みました。

ある日、こんな「事
件」が起きました。名
付けて!「ソケットピン
ギロチン事件」です。
清掃後のあるべき姿
に対し、清掃終了
後、「ソケット」を戻し
忘れてしまいました。

清掃する為には、設
備にある「安全プラ
グ」を抜き、進入。手
で分解して、清掃を
行います。この部品を
「ソケット」と「ソケット
ピン」です。

ナット締め付け機は、ナットを締め付け固定する機械で、内側には「メック」という固着
剤の特殊加工がされており、締め付ける際にメック加工剥がれ、「ソケット」に溜まりま
す。１日に１回行う清掃作業についてのテーマです。

清掃は、メックを取り除かなければ、ナットが正常にセットされず、浮いた状態になり、締め付け異常
の原因となり、トルクは、「重要保安特性」の為、非常に重要です。清掃がされていれば正常に締め
付けますが、されていない場合はメックでナットが浮き、正常な締め付けができず、異常の原因にな
ります。締め付けトルクは、「保安部品特性」である事もあり、品質面からも重要です。

現状把握です。担当技能員に、「ソケットを戻し忘れそうになった」かの調査を両班でそれ
ぞれ２週間、調査した結果、G班で８回発生していました。

戻し忘れそうになった技能員に、発生状況を確認すると、全て「清掃終了後の床」で発生して
いる事が分かりました。



３つ目の対策は、作業手順書の作成を、上司に依頼し、教育を実施して作業手順を明確
にする事ができました。

効果の確認は、「戻し忘れそう調査」を、再度実施。「ソケット戻し忘れ０」を、継続中の
為、目標達成。

目標として、【清掃後の、ソケット戻し忘れそうになる事象を「８回から０回】にすると決め、
２０２３年７月～１２月までに、メンバー全員の役割分担を決め進めていき、市原さん
のレベルアップを計る為、要因解析・検証の際、初の司会進行に任命し、改善能力向上も
目指してメンバーでフォローしながら進めていきます。

特性要因図を用いて、「清掃時、ソケットを戻し忘れそうになる」に対し、要因解析を行い
①清掃後のソケット置き場がない②清掃場所が決められてない③ルールがない、と決定

重要要因の検証を現地現物で実施。要因①清掃後のソケット置き場が無い→置き場がな
いとソケットが転がって無くなる。要因②清掃場所が決められていない→床で清掃している
ので類似色で置き忘れる。要因③ルールがない→手順書が無いので、確認項目がない。
検証結果より、3件とも重要要因と判断。

重要要因に対し、対策の立案を実施。
・番号を振り、仕切った保護シート付きトレーを作る。
・ナット台車を、清掃場所にする。・自動ライン専用のルールを作る。

１つ目の対策は、ソケットの形状に合わせた２種類のトレーでの清掃後ソケット置き場
作成。清掃後ソケット置き場と運搬を、統一する事ができました。

２つ目の対策は清掃場所が、「ナットのふた」や「床」だったのを、ナット台車に、「引き
出し式の清掃場所」を増設。清掃道具と、１つ目の対策のトレーを、磁石で固定でき
るようにし、清掃場所統一する事ができました。



対策後の清掃作業を、現地現物で、「ちょっと変だな～」を探すと、①千枚通しを
使用「ちょっと変だな～」②トレーでの運搬「ちょっと変だな～」③トレーが設備内に
あるの「ちょっと変だな～」合計３個の「ちょっと変だな～」が隠れていました。

目標達成と思った矢先、現場にて、鈴木リーダーが、「ちょっと待って!設備内にトレーごと置いて
きたら、またギロチン事件、起きちゃうかも!」「まだ変な所があるかもしれないから、社⾧からのメッ
セージにもあった、「ちょっと変だな」と気づきに行く会を若手を交えて開催しよう!」と提案し、ちょっ
と変だな気づき会をスタート。

次に、最適な「ソケット清掃道具」について、会合実施。若手から
の意見の元、実際に使用して点数付けを行った結果、「ストロー
洗浄ブラシ」を採用。

再度、設備内に忘れないソケット置き場を工程改善課にも協力してもらい、会合を実施。ベテランから、「いっそのこ
と、戻さないと設備が動かない仕様とかどうだろう!あ!安全プラグが使えそう!」若手からは、「トレーより、理科室
にあった試験管立てみたいなのを置き場にしちゃうのはどうでしょう?」工程改善課から「山登りの時に使うカラビナ
で、その２つを合わせたら?」という事で、「知恵」と「工夫」でソケット置き場完成。

運用方法は、「ストロー洗浄ブラシ」で清掃、清掃後のソケットを入れ、設備へ運搬。万
が一、ソケットを戻し忘れたら、安全プラグを挿した際に、異常確認が可能に。

対策に加え、「ちょっと変だな気づき会」の結果、ソケット戻し忘れ「完全０」、チョッと変だな
も「０」になり、「事件解決!」です。効果として、気づき力が向上した為、困り事の提案件数
が５倍に増加、この活動を課全体に広げていき、より良い職場づくりをしていきます。

評価は、市原さんの目標は、「ＱＣ手法」や、「チームワーク向上」に加え、全体的な向上
により、Ｃ→Ｂへレベルアップに成功。ｻｰｸﾙ全体としては、Ｘ、Ｙ軸両方レベルアップした
が、目標の「Ａゾーン」は未達。次回から、X軸ニ・ホを課題として進めていきます。

今回の対策は他のラインへ、横展実施済。今後は職場にある課題を
まずは「気づき」を１つでも多く解決できるよう取り組んで行きます。

標準化として、「ソケット置き場」については、新製品、製造準備時、ソケットが４本入るト
レーになっているか、確認。「清掃(点検、設備清掃」については、年に１回、教育資料を用
いて教育する。「ちょっと変だな気づき会を」月に１回、現地現物で気づいた事を言う。帳票
類の落とし込みとして、「新製品点検確認項目一覧シート」に、設備と教育を追加し、確認
するとしました。




